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論文の内容の要旨

　本論文の内容は次の3つの内容を含むので，以下にそれぞれを説明する。

1）スパッタ法で作製したCo／Ir（110）人工格子の磁気特性：スパッタ法で作製したCo／Ir（110）人工格子は面内に

hcp－Coのc軸が配向することをX線構造解析，磁気測定から明らかにした。そして，その一軸の異方性と層問

結合との競合で特徴的な磁化過程を示した。また，ストーナー・ウォールファースモデルを用いて磁気抵抗（MR），

磁化（MH）のシミュレーションを行った結果biquadraticな層間結合の存在が示唆された。

2）MBE（分子ビームエピタキシー）法によるCo／Ir（100）人工格子の作製とその磁気特性：MBE法を用いたCo／

Ir（100）人工格子の作製を試みた。Co層厚を7Aと薄くし，シード層にPtを挿入した所，Co／Ir（100）人工格子膜の

結晶性は大きく改善され，界面のシャープな，かつコヒーレントの高い良好な試料が作製出来た。その結果，層

厚tl、に依存した層間振動が見られ，その周期は約10Aであった。さらに，層間振動の振幅はIr層厚に対しt一、’！’2で減

少し，RKKYモデルから導出されるt…、■2と良い一致することを示した。

3）X線共鳴磁気散乱（XRES）法による非磁生Ir層内の磁気分極測定1XRESによるIr申の伝導電子の分極を観

測するのに有望な，Co層問に強い反強磁性（AF）的結合が存在し，しかも構造的に良好なCo／工r（100）人工格子

が作製出来たので米国アルゴンヌ国立研究所内にある放射光実験施設Advanced　Photon　Source（APS）で実験を行っ

た。AF結合しているCo／Ir（100）人工格子において，IrL。でのXRES測定の結果，Ir層内の磁気分極を示唆する結

果を得た。しかし，測定申に膜の破壊が生じた。

審査の結果の要旨

　本論文はスパッタ法ではCo／Ir（100）の，MBE法ではco／Ir（100）人工格子の作製，x線構造解析および磁気測定

を行い，それらに関する新たな知見を得た。また，最先端の放射光施設APSを利用してのXRES法を用いてのk

層内での磁気分樹則定を試みたのは高く評価出来る。これらのことは今後この分野の研究実験に多いに貢献する

であろう。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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